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資
料
紹
介
池
田
佐
忠
関
係
資
料
目
録
　
―
植
民
地
朝
鮮
慶
尚
道
の
写
真
を
中
心
に
―
辻　
　
　
大　
和
一　
資
料
の
概
要
池
田
佐
忠
氏
は
植
民
地
朝
鮮
に
お
い
て
土
木
、
運
送
な
ど
の
実
業
に
従
事
し
て
い
た
人
物
で
あ
る
。
氏
は
一
八
八
五
年
に
熊
本
県
天
草
郡
に
生
ま
れ
、
一
九
〇
五
年
に
熊
本
歩
兵
第
一
三
連
隊
に
入
隊
し
た
。
一
九
一
二
年
よ
り
朝
鮮
大
邱
に
お
い
て
憲
兵
隊
に
務
め
た
。
一
九
一
六
年
に
除
隊
す
る
と
慶
尚
北
道
に
お
い
て
植
林
事
業
を
開
始
し
、
一
九
二
二
年
に
慶
北
自
動
車
株
式
会
社
を
設
立
し
、
一
九
二
四
年
に
は
慶
尚
北
道
評
議
員
に
選
出
さ
れ
た
。
一
九
二
八
年
に
は
釜
山
築
港
合
資
会
社
を
設
立
し
、
釜
山
港
内
で
の
埋
立
事
業
に
乗
り
出
し
、
赤
崎
港
、
南
港
の
修
築
を
実
現
し
た
。
一
九
四
一
年
に
は
蔚
山
埋
立
に
着
手
し
た
。
終
戦
後
は
釜
山
日
本
人
世
話
会
会
長
を
務
め
て
引
き
揚
げ
、
山
口
県
油
谷
に
お
い
て
塩
田
建
設
を
行
う
な
ど
し
、
一
九
五
二
年
に
没
し
た
。
東
洋
文
化
研
究
所
は
写
真
ア
ル
バ
ム
、
文
書
を
中
心
と
す
る
池
田
佐
忠
関
係
資
料
を
受
託
し
た
。
写
真
ア
ル
バ
ム
の
な
か
に
は
慶
北
自
動
車
株
式
会
社
の
大
邱
出
張
所
（
写
真
①
）
や
、
赤
崎
港
・
南
港
（
写
真
②
）・
蔚
山
埋
立
の
写
真
が
数
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
東洋文化研究 17 号　　96
ま
た
資
料
番
号
③
の
メ
キ
シ
コ
油
田
調
査
写
真
は
、
池
田
佐
忠
氏
が
メ
キ
シ
コ
で
の
油
田
調
査
（
一
九
三
六
年
）
に
赴
い
た
際
の
写
真
で
あ
る
が
、
一
九
三
六
年
一
月
に
撮
影
し
た
、
斎
藤
實
（
同
年
二
二
六
事
件
で
暗
殺
さ
れ
る
）
と
の
会
合
写
真
も
含
ま
れ
て
い
る
。
二　
こ
れ
ま
で
の
経
緯
当
資
料
は
二
〇
一
四
年
一
月
に
東
洋
文
化
研
究
所
「
東
ア
ジ
ア
学
若
手
研
究
者
招
聘
事
業
」
に
よ
り
、
客
員
研
究
員
と
し
て
東
洋
文
化
研
究
所
に
滞
在
し
て
い
た
裴
錫
満
氏
（
高
麗
大
学
校
民
族
文
化
研
究
所
教
授
）
が
、
植
民
地
下
の
日
本
人
企
業
の
状
況
を
調
査
し
て
い
た
お
り
に
、
池
田
佐
忠
氏
遺
族
の
池
田
眞
規
氏
に
連
絡
を
と
っ
た
こ
と
が
発
端
と
な
っ
て
、
二
〇
一
四
年
三
月
に
東
洋
文
化
研
究
所
に
寄
託
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
三　
主
な
参
考
文
献
池
田
國
司
『
池
田
佐
忠
事
業
と
人
生
』
池
田
國
司
、
一
九
九
九
年
。
裴
錫
満
「
부
산
항 
매
축
업
자 
이
케
다 
스
케
타
다
（
池
田
佐
忠
）
의 
기
업 
활
동
」『
韓
国
民
族
文
化
』
四
二
、二
〇
一
二
年
二
月
。
同
「
一
九
三
〇
년
대 
부
산 
적
기
만
（
赤
崎
湾
） 
매
축 
연
구
」『
港
都
釜
山
』
二
八
、二
〇
一
二
年
五
月
。
同
「
일
제
말 
적
기
만
（
赤
崎
湾
） 
추
가
매
축 
연
구
」『
港
都
釜
山
』
二
九
、二
〇
一
三
年
五
月
。
木
村
健
二
「
戦
時
下
蔚
山
工
業
都
市
計
画
と
油
蔚
航
路
」
柳
沢
遊
・
木
村
健
二
・
浅
田
進
史
編
『
日
本
帝
国
勢
力
圏
の
東
ア
ジ
ア
都
市
経
済
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
三
年
。
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四　
利
用
に
あ
た
っ
て　
利
用
の
制
限
：
利
用
に
あ
た
っ
て
は
事
前
の
問
い
合
わ
せ
が
望
ま
し
い
。
請
求
の
方
法
：
封
筒
番
号
に
よ
り
可
能
で
あ
る
。
引
用
す
る
場
合
の
資
料
名
：「
池
田
佐
忠
関
係
資
料
」
学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
東洋文化研究 17 号　　98
写
真
①
　
慶
北
自
動
車
株
式
会
社
　
大
邱
出
張
所
　（
大
正
12
年
元
旦
）〔
資
料
番
号
2「
蔚
山
そ
の
他
」
よ
り
〕
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写
真
②
　〔
釜
山
〕　
南
港
防
波
堤
工
事
実
況
　（
昭
和
6
年
12
月
写
）〔
資
料
番
号
1「
南
港
、
赤
崎
」
よ
り
〕
東洋文化研究 17 号　　100
池
田
佐
忠
関
係
資
料
目
録
連
番
形
態
資
料
名
年
代
（
西
暦
に
換
算
）
数
量
作
成
主
体
備
考
1
写
真
ア
ル
バ
ム
南
港
・
赤
崎
1931
年
12
月
～
1952
年
7
月
1
〔
池
田
国
司
〕
釜
山
南
港
・
赤
崎
湾
の
埋
立
工
事
、
釜
山
南
港
修
築
記
念
碑
除
幕
式
関
連
写
真
な
ど
66
枚
2
写
真
ア
ル
バ
ム
蔚
山
そ
の
他
1923
年
1
月
～
1951
年
4
月
1
〔
池
田
国
司
〕
油
蔚
連
絡
航
路
、
蔚
山
港
埋
立
工
事
関
連
写
真
な
ど
69
枚
3
写
真
ア
ル
バ
ム
メ
キ
シ
コ
1936
年
1
月
～
1938
年
2
月
1
〔
池
田
国
司
〕
メ
キ
シ
コ
油
田
調
査
時
の
写
真
119
枚
4
写
真
ア
ル
バ
ム
ア
ル
バ
ム
①
2005
年
9
月
1
日
1
池
田
眞
規
ア
ジ
ア
太
平
洋
法
律
家
会
議
、
釜
山
旧
居
写
真
5
写
真
ア
ル
バ
ム
ア
ル
バ
ム
②
〔
2005
年
9
月
〕
1
池
田
眞
規
釜
山
市
内
写
真
6
写
真
ア
ル
バ
ム
ア
ル
バ
ム
③
〔
2005
年
9月
〕～
2005
年
10月
1
池
田
眞
規
釜
山
市
内
写
真
7
冊
子
四
時
間
短
縮
ヲ
目
標
ト
ス
ル
日
満
交
通
連
絡
計
画
私
案
並
蔚
山
工
業
港
建
設
計
画
概
要
1939
年
4
月
1
日
1
池
田
佐
忠
8
冊
子
コ
ピ
ー
四
時
間
短
縮
ヲ
目
標
ト
ス
ル
日
満
交
通
連
絡
計
画
私
案
並
蔚
山
工
業
港
建
設
計
画
概
要
1
池
田
佐
忠
9
冊
子
故
池
田
佐
忠
に
関
す
る
記
録
の
概
要
1986
年
1
〔
池
田
国
司
〕
10
ハ
ンド
バ
ッ
グ
ハ
ンド
バ
ッ
グ
1
池
田
佐
忠
旧
蔵
11
新
聞
山
口
時
報
1970
年
8
月
12
日
1
山
口
時
報
社
眞
規
よ
り
預
り
封
筒
内
に
あ
り
。「
第
二
の
関
釜
ル
ート
　
原
田
さ
ん
の
写
真
で
陽
の
目
」
記
事
12
雑
誌
グ
ラ
フ
や
ま
ぐ
ち
1970
年
8
月
10
日
1
山
口
県
広
報
連
絡
協
議
会
眞
規
よ
り
預
り
封
筒
内
に
あ
り
。
記
事
特
集
「
25
年
前
の
ふ
る
さ
と
」
に
蔚
山
港
起
工
式
写
真
あ
り
13
封
筒
〔
眞
規
よ
り
預
り
〕
1
〔
池
田
国
司
〕
眞
規
よ
り
預
り
封
筒
14
新
聞
毎
日
新
聞
山
口
版
1970
年
8
月
11
日
1
毎
日
新
聞
社
山
口
支
局
12
面
に
記
事
「
ま
ぼ
ろ
し
の
“
油
蔚
ル
ート
”
関
係
書
類
が
見
つ
か
る
　
油
谷
町
役
場
の
倉
庫
か
ら
」
15
文
書
感
謝
状
　〔
写
し
〕
1944
年
5
月
18
日
1
〔
板
垣
征
四
郎
〕
16
封
筒
原
本
は
国
司
預
り
封
筒
1
〔
池
田
眞
規
〕
17
新
聞
W
O
O
D
 T
IM
E
S
1953
年
7
月
29
日
1
池
田
弘
喜
「
わ
が
遭
難
の
記
」
18
文
書
徳
山
市
老
人
ク
ラ
ブ
視
察
者
名
簿
1970
年
1
19
文
書
祝
辞
1940
年
12
月
15
日
1
秋
田
清
20
文
書
〔
釜
山
南
港
修
築
記
念
碑
除
幕
式
〕
祝
辞
1
南
次
郎
兄
よ
り
預
り
資
料
の
付
箋
あ
り
。
池
田
眞
規
旧
蔵
か
21
文
書
〔
釜
山
南
港
修
築
記
念
碑
除
幕
式
〕
祝
辞
1
加
藤
鑰
平
兄
よ
り
預
り
資
料
の
付
箋
あ
り
。
池
田
眞
規
旧
蔵
か
22
文
書
〔
釜
山
南
港
修
築
記
念
碑
除
幕
式
〕
祝
辞
1
山
澤
和
三
郎
兄
よ
り
預
り
資
料
の
付
箋
あ
り
。
池
田
眞
規
旧
蔵
か
23
文
書
〔
釜
山
南
港
修
築
記
念
碑
除
幕
式
〕
祝
辞
1
矢
野
桃
郎
兄
よ
り
預
り
資
料
の
付
箋
あ
り
。
池
田
眞
規
旧
蔵
か
24
文
書
〔
釜
山
南
港
修
築
記
念
碑
除
幕
式
〕
祝
辞
2
佐
々
木
駒
之
助
兄
よ
り
預
り
資
料
の
付
箋
あ
り
。
池
田
眞
規
旧
蔵
か
25
文
書
〔
釜
山
南
港
修
築
記
念
碑
除
幕
式
〕
祝
辞
1
杉
村
逸
樓
兄
よ
り
預
り
資
料
の
付
箋
あ
り
。
池
田
眞
規
旧
蔵
か
26
文
書
〔
釜
山
南
港
修
築
記
念
碑
除
幕
式
〕
祝
辞
1
秋
田
清
兄
よ
り
預
り
資
料
の
付
箋
あ
り
。
池
田
眞
規
旧
蔵
か
27
文
書
〔
釜
山
南
港
修
築
記
念
碑
除
幕
式
〕
祝
辞
断
片
1
兄
よ
り
預
り
資
料
の
付
箋
あ
り
。
池
田
眞
規
旧
蔵
か
28
写
真
10
枚
池
田
号
写
真
な
ど
10
枚
29
木
箱
1
遺
書
の
木
箱
